
市
政
功
労
賞
・
善
行
賞
受
賞
者

　

市
の
公
益
増
進
や
市
政
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
お
贈
り
す
る
市
政
功
労
賞

と
、奉
仕
活
動
や
善
行
の
あ
っ
た
方
々
に
お
贈
り
す
る
善
行
賞
の
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
市
制
施
行
18
周
年
を
記
念
し
、
11
月
１
日
に
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
市
政
功
労
賞
】

【
善
行
賞
】

北
出　
忠
良
さ
ん
（
川
東
）

　
平
成
15
年
か
ら
旧

伊
賀
町
議
会
議
員
を

１
期
（
１
年
６
カ
月
）、

平
成
16
年
か
ら
伊
賀

市
議
会
議
員
を
５
期
（
16
年
５
カ
月
）
と

永
き
に
わ
た
り
務
め
、
地
方
自
治
の
振
興

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
伊
賀
市
議
会
で
は
議
長
、
議

会
運
営
委
員
長
、教
育
民
生
常
任
委
員
長
、

産
業
建
設
常
任
委
員
長
と
し
て
、
議
会
の

円
滑
な
運
営
と
地
域
自
治
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

廣
澤　
浩
一
さ
ん
（
上
野
西
大
手
町
）

　
平
成
13
年
に
社
団

法
人
伊
賀
上
野
観
光

協
会
会
長
に
就
任
さ

れ
、
約
21
年
間
に
わ

た
り
観
光
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
に
は
、
公
益
法
人
制
度
改
革

に
伴
い
協
会
を
一
般
社
団
法
人
化
さ
れ
、

観
光
に
よ
る
更
な
る
地
域
発
展
の
た
め
の

運
営
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年

に
は
、
市
内
６
つ
の
観
光
協
会
の
統
合
と

支
部
を
設
置
し
、
よ
り
広
域
的
な
事
業
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

船
岡　
庄
一
さ
ん
（
東
高
倉
）

　
平
成
８
年
か
ら
21

年
の
永
き
に
わ
た
り
、

旧
上
野
市
と
伊
賀
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

副
本
部
長
、本
部
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
伊
賀
市
合
併
時
に
は
各
団
の
中
心
と
な

り
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
確
保
す
る
た
め
複

合
種
目
型
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
創
設

し
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加

し
交
流
を
図
る
こ
と
で
組
織
の
拡
充
に
貢

献
さ
れ
、
指
導
者
と
し
て
も
地
域
に
お
け
る

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

武
村　
欣
二
さ
ん
（
小
田
町
）

　
平
成
26
年
か
ら
８

年
間
、
天
候
に
関
係

な
く
毎
日
上
野
西
小

学
校
小
田
地
区
の
児

童
の
集
団
登
校
時
の
見
守
り
と
交
通
安
全

指
導
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
達
が
安
心
し
て
登
校
で
き
る
よ
う
、

朝
の
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
も
積
極
的
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
朝
の
交
通
量
が
多
い
通
学
路
で
、
児
童

が
交
差
点
を
横
断
す
る
ま
で
付
き
添
い
、

安
全
の
確
保
に
留
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
森　
栄
幸
さ
ん
（
菖
蒲
池
）

　
平
成
15
年
か
ら
旧

上
野
市
議
会
議
員
を

１
期（
１
年
６
カ
月
）、

平
成
16
年
か
ら
伊
賀

市
議
会
議
員
を
５
期
（
16
年
５
カ
月
）
と

永
き
に
わ
た
り
務
め
、
地
方
自
治
の
振
興

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
伊
賀
市
議
会
で
は
議
長
、
副

議
長
、
議
会
運
営
委
員
長
、
産
業
建
設
常

任
委
員
長
と
し
て
、
議
会
の
円
滑
な
運
営

と
地
域
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

勝
本　
順
子
さ
ん
（
勝
地
）

　
平
成
12
年
か
ら
約

16
年
３
カ
月
の
永
き

に
わ
た
り
、
旧
青
山

町
及
び
伊
賀
市
教
育

委
員
を
務
め
ら
れ
、
伊
賀
市
誕
生
か
ら
平

成
27
年
３
月
ま
で
は
教
育
委
員
長
と
し
て

教
育
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
旧
市
町
村
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
伊

賀
市
の
教
育
の
一
体
化
を
め
ざ
し
、
学
校

教
育
や
社
会
教
育
、
文
化
財
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
教
育
行
政
の
円
滑
な
運
営
と
振
興

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

故
長
谷　
祐
次
さ
ん
（
丸
柱
）

　
長
谷
園
７
代
目
当

主
と
し
て
、
伊
賀
焼

の
伝
統
と
技
術
を
継

承
し
な
が
ら
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
づ
く
り
を
さ
れ
ま

し
た
。
食
卓
を
大
切
に
、
団
ら
ん
の
笑
顔

を
創
造
す
る
た
め
開
発
し
た
炊
飯
土
鍋「
か

ま
ど
さ
ん
」
は
、
食
を
通
じ
て
伊
賀
の
名

を
全
国
に
発
信
し
、
歴
史
あ
る
伊
賀
焼
の

窯
元
と
し
て
、
伝
統
的
な
伊
賀
焼
の
普
及

や
新
し
い
伊
賀
焼
の
開
発
に
も
努
め
、
地

域
や
業
界
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

服
部　
忠
文
さ
ん
（
西
条
）

　
今
年
３
月
ま
で
13

年
の
永
き
に
わ
た

り
、
府
中
小
学
校
西

条
地
区
の
児
童
の
通

学
に
同
行
し
、
天
候
に
関
係
な
く
見
守
り

活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
地
区
の

児
童
へ
も
、
朝
の
声
掛
け
を
通
し
て
元
気

づ
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
通
学
路
の
環
境
が
雑
草
等
で
悪

化
し
て
き
た
時
は
、
率
先
し
て
草
刈
り
等

を
行
い
、
安
心
し
て
登
校
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
も
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

トピックス

◆
第
４
次
伊
賀
市
人
権
施
策
総
合
計
画

（
中
間
案
）

　
「
伊
賀
市
人
権
施
策

総
合
計
画
」
は
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
生
命
が
大
切
に
さ

れ
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
え

る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
や
責
務
を
自
覚
し
、
主
体
的

に
行
動
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。
令

和
５
年
度
か
ら
の
第
４
次
計
画
（
中

間
案
）
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
人
権
政
策
課

○
各
支
所

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
受
付
期
間
】

　
11
月
24
日
㈭
〜
12
月
23
日
㈮

※
必
着

【
提
出
先
】

　
人
権
政
策
課

◆
伊
賀
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン

（
第
１
期
）（
中
間
案
）

　
市
で
は
、
互
い
の
文

化
的
背
景
や
多
様
性
を

認
め
合
い
住
み
よ
さ
が
実
感
で
き
、

と
も
に
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
オ
ー
ル
伊
賀

市
で
取
り
組
む
「
伊
賀
市
多
文
化
共

生
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

策
定
に
あ
た
り
、
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
多
文
化
共
生
課　

○
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

　
（
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
４
階
）

○
各
支
所

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
受
付
期
限
】

　
11
月
30
日
㈬　
午
後
５
時
※
必
着

【
提
出
先
】

　
多
文
化
共
生
課

◆
地
域
活
動
支
援
事
業
と
は

　
市
が
め
ざ
す
「
ひ
と
が
輝
く　
地

域
が
輝
く
」
自
立
と
共
生
の
ま
ち
の

実
現
の
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
公

益
活
動
を
支
援
し
、
個
性
的
で
魅
力

あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
す

る
事
業
に
、
市
が
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
で
す
。

◆
対
象
と
な
る
団
体

○
市
民
公
益
活
動
を
行
う
団
体
で

　
あ
る
こ
と

○
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る

　

５
人
以
上
の
者
で
構
成
さ
れ
て

　
い
る
こ
と

○
活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
る
こ
と
、

　
ま
た
は
そ
の
活
動
が
主
に
市
内
で

　
行
わ
れ
る
こ
と

○
定
款
、
規
則
ま
た
は
会
則
な
ど
を

　
有
し
て
い
る
こ
と

○
年
間
を
通
し
て
活
動
し
、
事
業
に

　
係
る
収
支
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と

○
住
民
自
治
協
議
会
や
自
治
会
、

　

区
で
な
い
こ
と

【
部
門
・
補
助
金
額
な
ど
】

【
募
集
期
間
】

　

11
月
14
日
㈪
〜
令
和
５
年
１
月

６
日
㈮

【
申
込
方
法
】

　

必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
申
込
先

ま
で
。
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
ご
意
見
）
募
集

令
和
５
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
補
助
金

【問い合わせ】　○人権政策課　　☎ 22-9683　℻  22-9641　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp
　　　　　　　○多文化共生課　☎ 22-9702　℻  22-9641　 tabunka@city.iga.lg.jp

【申込先・問い合わせ】　○住民自治推進課　　☎ 22-9639　℻  22-9667　 chiikidukuri@city.iga.lg.jp
　　　　　　　　　　　○市民活動支援センター　☎ 22-1511　℻  22-0317　 igasksc@ict.ne.jp

【
提
出
方
法
】　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
件
名
・
該
当
箇
所
と
そ
れ
に

対
す
る
意
見
内
容
を
明
記
の
上
、
下
記
ま
で
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

も
提
出
で
き
ま
す
。
持
参
の
場
合
は
、
各
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

で
も
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
計
画
策
定
の
参
考
資
料
と
し
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

※
個
別
の
回
答
は
行
わ
ず
、
意
見
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

部　　　門 基礎支援 課題発見支援
協働促進支援

行政との協働 さまざまな主体との協働

内　　　容

新たに団体を
立ち上げる際
の必要経費や
団体が新たに
実施する事業

専門家からの
アドバイスを
受け、課題の
解決を図る
事業

市が定めたテーマに対し、
市と協働して実施する事業
【テーマ】
○消えゆく校歌の収集編
さん事業

○外国人防災リーダー育成事業

他の団体と協働して
実施する事業

補　助　率 1／2 1／2 10／10 1／2
補助限度額 30万円 30万円 50万円 30万円
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